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 秋田市教育委員会令和６年７月定例会会議録

 

 　１　日　　時　　令和６年７月２５日（木曜日）

 　　　　　　　　　午前９時～午後５時

 

 　２　場　　所　　正庁

 

 　３　出席委員　　教育長　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育委員　　　　　　　　　

 

 　４　出席職員　　教育次長　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育次長　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　副理事兼総務課長　　　　　

 　　　　　　　　　副理事兼生涯学習室長　　　

 　　　　　　　　　総務課参事　　　　　　　　

 　　　　　　　　　学事課長　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課長　　　　　　　

 　　　　　　　　　教職員室長　　　　　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所長　　　　　　　

 　　　　　　　　　学校適正配置推進室長　　　

 　　　　　　　　　秋田商業高等学校副校長　　

 　　　　　　　　　秋田商業高等学校事務長　　

 　　　　　　　　　秋田商業高等学校教諭　　　

 　　　　　　　　　御所野学院高等学校長　　　

 　　　　　　　　　御所野学院高等学校事務長　

 　　　　　　　　　御所野学院高等学校教諭　　

 　　　　　　　　　美大附属高等学院副校長　　

 　　　　　　　　　美大附属高等学院事務長　　

 　　　　　　　　　美大附属高等学院教諭　　　

 　　　　　　　　　総務課長補佐　　　　　　　
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 　　　　　　　　　学校教育課長補佐　　　　　

 　　　　　　　　　総務課副参事　　　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課副参事　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課副参事　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課副参事　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課副参事　　　　　

 　　　　　　　　　学校教育課副参事　　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所副参事　　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所副参事　　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所副参事　　　　　

 　　　　　　　　　学校適正配置推進室副参事　

 　　　　　　　　　教育研究所主席主査　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所主席主査　　　　

 　　　　　　　　　教育研究所主席主査　　　　

 　　　　　　　　　総務課主査                

 　　　　　　　　　総務課主任　　　　　　　　

 　　　　　　　　　総務課主事　　　　　　　　

 

 　５　議　　題

 　　　【付議案件】

 　　　　議案第９号　令和７年度使用秋田市立中学校教科用図書の採択に関する件

　　　　議案第10号　令和７年度使用秋田市立秋田商業高等学校教科用図書の採択に関す

 　　　　　　　　　る件

　　　　議案第11号　令和７年度使用秋田市立御所野学院高等学校教科用図書の採択に関

 　　　　　　　　　する件

　　　　議案第12号　令和７年度使用秋田公立美術大学附属高等学院教科用図書の採択に

 　　　　　　　　　関する件

 　　　【教育長等の報告】

　　　　(1) 令和７年度秋田公立美術大学附属高等学院入学者選抜募集定員に関する件に

 　　　　　ついて

 　　　　(2) 令和６年度教育委員会事務の点検・評価について

 　　　　(3) 秋田市立中学校における個人情報の不適切な取扱いについて
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 　　　　(4) 学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について

 

 　６　議　　事　午前９時開会

 　　　【令和６年６月定例会会議録の承認】

 　　　　　令和６年６月定例会会議録について、異議がないため承認された。

 

 【会議録署名委員の指名】

 教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

 

 　　　【非公開の議決】

　　　　教育長　　　　　　　報告(3)については、個人に関する情報を含み、会議を公

　　　　　　　　　　　　　開することにより個人の権利利益を害するおそれのある案件

 　　　　　　　　　　　　　となる。

　　　　　　　　　　　　　　したがって、この案件については、「地方教育行政の組織

　　　　　　　　　　　　　及び運営に関する法律」第１４条第７項ただし書の規定によ

　　　　　　　　　　　　　り、秘密会として取り扱うこととし、日程の最後に審議した

 　　　　　　　　　　　　　いと思うがどうか。

 

 　　　　※　以上の発議があり、全員賛成により議決された。

 

 　　　【付議案件】

　　　　教育長　　　　　　　本日は議案４件と報告４件があり、この中でも議案第９号

　　　　　　　　　　　　　の中学校教科書採択は、質疑や意見集約に特に時間を要する

 　　　　　　　　　　　　　ものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　したがって、議案第10号から議案第12号までの高等学校等

 　　　　　　　　　　　　　の教科書採択の審議と、報告(1)、(2)および(4)を先に行っ

　　　　　　　　　　　　　た後、中学校教科書採択の議案第９号の審議を行いたいと思

 　　　　　　　　　　　　　うがどうか。

 

　　　　※　異議がなかったため、議案第10号、議案第11号、議案第12号、報告(1)、報
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 　　　　　告(2)、報告(4)、議案第９号、報告(3)の順に審議することに決定した。

 

　　　　議案第10号　令和７年度使用秋田市立秋田商業高等学校教科用図書の採択に関す

 　　　　　　　　　る件

　　　　教育長　　　　　　　議案第10号「令和７年度使用秋田市立秋田商業高等学校教

 　　　　　　　　　　　　　科用図書の採択に関する件」について、事務局から説明願う。

 　　　　 　　（学校の概要について説明）秋田商業高等学校副校長

 　　　　 　　（資料に基づき説明）秋田商業高等学校教諭

　　　　委員　　　　　　　　新しく選定された教科書は、１年生が使用する教科書で、

　　　　　　　　　　　　　２年生や３年生の教科書出版社とそろえたように見受けられ

　　　　　　　　　　　　　るが、以前は違う出版社の教科書を選定していたのか。２年

　　　　　　　　　　　　　生や３年生と同じ出版社の方が扱いやすいということはある

 　　　　　　　　　　　　　のか。

　　　　 　　「公共」に関しては、昨年度は違う出版社であった。担当秋田商業高等学校教諭

　　　　　　　　　　　　　者も今年度から変わっているが、担当者が選定した結果、偶

 　　　　　　　　　　　　　然同じ出版社となったものである。

　　　　委員　　　　　　　　卒業後の進路について、進学７割、就職３割ということで

　　　　　　　　　　　　　あるが、教科書採択に当たり、進学に向けて配慮している点

 　　　　　　　　　　　　　はあるのか。

　　　　 　　特に４年制大学に進学する場合、他の学校から来た学生と秋田商業高等学校副校長

　　　　　　　　　　　　　机を並べて学ぶことになるため、できる限り思考力や主体的

 　　　　　　　　　　　　　に学ぶ力も含めて伸ばすという観点から検討している。

　　　　委員　　　　　　　　基礎や基本をしっかりと身に付けた上で、進学先に合わせ、

 　　　　　　　　　　　　　力をつけていっていただければと思う。

 

 　　　　※　議案第10号については、全員賛成により、議決された。

 

　　　　議案第11号　令和７年度使用秋田市立御所野学院高等学校教科用図書の採択に関

 　　　　　　　　　する件

　　　　教育長　　　　　　　議案第11号「令和７年度使用秋田市立御所野学院高等学校
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　　　　　　　　　　　　　教科用図書の採択に関する件」について、事務局から説明願

 　　　　　　　　　　　　　う。

 　　　　 　　（学校の概要について説明）御所野学院高等学校長

 　　　　 　　（資料に基づき説明）御所野学院高等学校教諭

　　　　委員　　　　　　　　中学校の教科書を見ると、２次元バーコードが掲載されて

　　　　　　　　　　　　　いるものが多いが、御所野学院高校においても、同様にＩＣＴ　

 　　　　　　　　　　　　　機器を使用した授業が行われているのか。

　　　　 　　私の担当である数学を例に出させていただくと、指導用教御所野学院高等学校教諭

　　　　　　　　　　　　　科書には２次元バーコードが掲載されており、グラフの平行

　　　　　　　　　　　　　移動など簡単な画像を取り込めるようになっているため、授

 　　　　　　　　　　　　　業に活用している。

 　　　　委員　　　　　　　　生徒がアクセスできる２次元バーコードは少ないのか。

 　　　　 　　数学に関しては、生徒用の教科書には掲載されていない。御所野学院高等学校教諭

　　　　委員　　　　　　　　論理国語、古典探究、文学国語に関しては、大学入試共通

　　　　　　　　　　　　　テストに対応できるレベルの教科書を選定しているとのこと

　　　　　　　　　　　　　であったが、授業についていくのが難しい生徒に対してどの

 　　　　　　　　　　　　　ような支援を行っているのか。

　　　　 　　考査前学習会において、不安を感じている生徒への指導を御所野学院高等学校教諭

　　　　　　　　　　　　　行っているほか、定期考査で点数が優れなかった生徒に対し

 　　　　　　　　　　　　　ても、教科ごとにフォローに努めている。

 　　　　委員　　　　　　　　対象となる生徒は、どれくらいいるのか。

　　　　 　　国語で１０人は超えており、数学や英語になると、もう少御所野学院高等学校教諭

 　　　　　　　　　　　　　し増える状況である。

　　　　委員　　　　　　　　先ほどの説明にあった、コンパクトハイスクールというス

　　　　　　　　　　　　　ローガンの下、少人数で丁寧な指導をされていると思うので、

 　　　　　　　　　　　　　継続していただきたい。

　　　　教育長　　　　　　　校長先生の説明にあった学力差が非常に大きいという部分

　　　　　　　　　　　　　は、御所野学院高校にとって従来から課題とされてきている

　　　　　　　　　　　　　ところかと思う。きめ細かな指導で、子どもたち一人ひとり

　　　　　　　　　　　　　の進路実現に向けて取り組んでいただいていると思うので、
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　　　　　　　　　　　　　新たな教科書を使用しながら、さらに取組を推進していただ

 　　　　　　　　　　　　　きたい。

 

 　　　　※　議案第11号については、全員賛成により、議決された。

 

　　　　議案第12号　令和７年度使用秋田公立美術大学附属高等学院教科用図書の採択に

 　　　　　　　　　関する件

　　　　教育長　　　　　　　議案第12号「令和７年度使用秋田公立美術大学附属高等学

　　　　　　　　　　　　　院教科用図書の採択に関する件」について、事務局から説明

 　　　　　　　　　　　　　願う。

 　　　　   　（学校の概要について説明）美大附属高等学院副校長

 　　　　   　（資料に基づき説明）美大附属高等学院教諭

　　　　教育長　　　　　　　昨年度の卒業生の進路について、秋田公立美術大学が７名、

　　　　　　　　　　　　　他の４年制大学が４名とのことであったが、共通テストの受

 　　　　　　　　　　　　　験者の割合は、どの程度か。

　　　　 　　推薦入試合格後に共通テストを受験した生徒はいたが、一美大附属高等学院教諭

 　　　　　　　　　　　　　般入試のために共通テストを受験した生徒はいない。

　　　　教育長　　　　　　　各教科の教科書は、基礎的なものが採択されているように

　　　　　　　　　　　　　思うが、副教材や問題集などを利用して個別に対応している

 　　　　　　　　　　　　　場合もあるのか。

　　　　 　　秋田公立美術大学に進学した７名の内訳は、指定校推薦３美大附属高等学院教諭

　　　　　　　　　　　　　名、県内枠推薦２名、秋田市内枠推薦２名となっている。こ

　　　　　　　　　　　　　の推薦試験で合格に至らなければ共通テストを利用しての受

　　　　　　　　　　　　　験となるため、夏休みや冬休み等を利用して全員に補習を実

 　　　　　　　　　　　　　施しており、その際に問題集等を利用している。

　　　　委員　　　　　　　　デザインや制作など芸術系の科目にもしっかり取り組んで

　　　　　　　　　　　　　いる印象を持っているが、授業では、教科書は使わず、他の

 　　　　　　　　　　　　　テキスト等を使用しているのか。

　　　　 　　インテリアデザインコースでは、インテリア計画という教美大附属高等学院教諭

　　　　　　　　　　　　　科書を使用してきたが、来年度からは教科書がなくても学習
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　　　　　　　　　　　　　指導できるとの担当者の意見もあり、特段準備していない。

　　　　　　　　　　　　　　なお、各コースとも人との関わりを重視しており、インテ

　　　　　　　　　　　　　リアデザインコースでは、家族が理想とする家を作るという

　　　　　　　　　　　　　ことで家族にインタビューを行ったり、ビジュアルデザイン

　　　　　　　　　　　　　コースでは、本市で働いている方々にインタビューし、それ

 　　　　　　　　　　　　　をデザイン化していくという活動を予定している。

　　　　教育長　　　　　　　教科書として選定はしていないが、学校として、専門分野

　　　　　　　　　　　　　についての教育課程は確立されており、そこで教材を準備し

 　　　　　　　　　　　　　授業を行っているということでよいか。

　　　　 　　そのとおりである。教科書という紙媒体を学びの題材とす美大附属高等学院教諭

　　　　　　　　　　　　　る教科が多い中、本校の特色として、教科書の代わりという

　　　　　　　　　　　　　か、実際に生きたものを教材として使用していきたいという

 　　　　　　　　　　　　　考えがある。

　　　　委員　　　　　　　　デザイン史の教科書が、令和５年に検定済となっていると

 　　　　　　　　　　　　　いうことは、ようやく改訂されたということか。

　　　　 　　そのとおりである。文部科学省著作で唯一のデザイン史の美大附属高等学院教諭

 　　　　　　　　　　　　　教科書であり、今年度から使用している。

　　　　委員　　　　　　　　先ほど、教科書の選定に当たっては、学校の専門性から美

　　　　　　　　　　　　　術的な面を大事にしているとの説明があり、例えば、地図の

　　　　　　　　　　　　　教科書の特長にある「色使いに工夫があり、Ａ４版で見やす

　　　　　　　　　　　　　い」という表記は、この点に合致するものと思う。加えて、

　　　　　　　　　　　　　教科の特性に関する部分についても記載されていれば、その

　　　　　　　　　　　　　教科書が子どもたちに学力をつけるために選定された要因を

　　　　　　　　　　　　　印象付けられるのではないか。来年度の選定に向けてのお願

　　　　　　　　　　　　　いにはなるが、各教科の特性にも注目し、記載していただけ

 　　　　　　　　　　　　　ればと思う。

 

 　　　　※　議案第12号については、全員賛成により、議決された。

 

 　　　【教育長等の報告】
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　　　　(1) 令和７年度秋田公立美術大学附属高等学院入学者選抜募集定員に関する件に

 　　　　　ついて

 　　　　教育長　　　　　　　報告(1)「令和７年度秋田公立美術大学附属高等学院入学

 　　　　　　　　　　　　　者選抜募集定員に関する件について」、事務局から説明願う。

 　　　　 　　（資料に基づき説明）美大附属高等学院副校長

　　　　教育長　　　　　　　専願の合格者を全体の８割程度としたことの根拠等につい

 　　　　　　　　　　　　　て、これまでの志願状況から見てどうか。

　　　　 　　まずは、一定の人数がいなければ、効果的な教育活動を推美大附属高等学院副校長

　　　　　　　　　　　　　進することは難しいと考えた。その上で、４コースあるが、

　　　　　　　　　　　　　１コース当たりの平均人数を６名以上と換算し、全体の８割

　　　　　　　　　　　　　程度とした。実際は、希望に応じてコースを決定するため偏

　　　　　　　　　　　　　りは生じるものの、８割、２５名程度というのは妥当と考え

 　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　　教育長　　　　　　　これまでの実績から、専願の生徒が２５名以上はいるとい

 　　　　　　　　　　　　　う想定か。

　　　　 　　そのとおりである。本校は、令和４年度までは前期と後期美大附属高等学院副校長

 　　　　　　　　　　　　　の２回入試を行っていたが、令和５年度から１回としている。

　　　　　　　　　　　　　　令和５年度、６年度とも、専願の出願者数は、３０名程度

　　　　　　　　　　　　　であるが、７年度も同等かそれ以上を目指して広報活動に励

 　　　　　　　　　　　　　んでおり、十分に確保できるという見通しを持っている。

　　　　委員　　　　　　　　令和５年度、６年度の併願の状況を見ると、５年度は、合

　　　　　　　　　　　　　格者１０名中入学者２名、６年度は、合格者１０名中入学者

　　　　　　　　　　　　　５名となっているため、全体の３０名を割ってしまうのでは

　　　　　　　　　　　　　ないかと思う。合格者数を多めにせず、定員の３０名を超え

 　　　　　　　　　　　　　ないこととした理由はどうか。

　　　　 　　本校の入学者定員は９０名となっている。これまでは、各美大附属高等学院事務長

　　　　　　　　　　　　　学年の人数が３０名を下回っており、全体で９０名を超えな

　　　　　　　　　　　　　いことから、合格者を３０名以上出すことができていたが、

　　　　　　　　　　　　　３０名を超える入学者が出た場合は、次年度の入学者を減ら

　　　　　　　　　　　　　さなければならない状況にもなり得ることから、合格者数は
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 　　　　　　　　　　　　　３０名を超えないこととしたものである。

　　　　教育長　　　　　　　入学者定員９０名というのは、何において決まっているも

 　　　　　　　　　　　　　のか。

　　　　 　　学則で定められている。これまでは、各学年２０数名程度美大附属高等学院事務長

　　　　　　　　　　　　　で推移しており、３０名以上の合格者を出したとしても対応

　　　　　　　　　　　　　できていたが、将来的なことを考え、合格者は３０名を超え

 　　　　　　　　　　　　　ない方が良いと考えたものである。

　　　　委員　　　　　　　　今後、入学者数が減った場合には、合格者を増やす可能性

　　　　　　　　　　　　　はあるのか。併願の５名全員が入学するとは限らないと思う

　　　　　　　　　　　　　が、減った分を翌年度に追加して合格者を出す可能性はどう

　　　　　　　　　　　　　か。それとも、前年度の状況に関わらず、３０名のままとす

 　　　　　　　　　　　　　るのか。

 　　　　 　　今後は、３０名のままでやっていきたいと考えている。美大附属高等学院事務長

 

 　　　　※　報告(1)については、以上のとおり終了した。

 

 　　　　(2) 令和６年度教育委員会事務の点検・評価について

　　　　教育長　　　　　　　報告(2)「令和６年度教育委員会事務の点検・評価につい　

 　　　　　　　　　　　　　て」、事務局から説明願う。

 　　　　副理事兼総務課長　　（資料に基づき説明）

　　　　学校教育課長　　　　情報セキュリティと個人情報の取扱いについて、ご意見を

　　　　　　　　　　　　　頂いた内容については、教育委員会で適切に扱うべきものと

　　　　　　　　　　　　　捉えているため、教育委員会事務の点検・評価とは別に対応

 　　　　　　　　　　　　　したいと考えている。

　　　　教育長　　　　　　　頂いた意見については、今後の事業に反映していくという

 　　　　　　　　　　　　　ことか。

 　　　　学校教育課長　　　　そのとおりである。

　　　　教育長　　　　　　　表記上のご指摘いただいた点については、修正がされてい

 　　　　　　　　　　　　　ると思うがどうか。

 　　　　各教育委員　　　　　異議なし。
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 　　　　※　報告(2)については、以上のとおり終了した。

 

 　　　　(4) 学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について

 　　　　教育長　　　　　　　報告(4)「学校適正配置に関する地域協議の開催状況等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて」、事務局から説明願う。

 　　　　 　　（資料に基づき説明）学校適正配置推進室長

　　　　委員　　　　　　　　河辺地域ブロック協議会の賛成と反対が半々に分かれてい

　　　　　　　　　　　　　る状況について、教育委員会としては適正配置を進めていく

　　　　　　　　　　　　　という立場でよいと思うが、資料に記載されているとおり、

　　　　　　　　　　　　　協議がなかなか前に進まないと思うとの意見もあることから、

　　　　　　　　　　　　　例えば、これまで統合に至った他地域の例などを示し、少し

　　　　　　　　　　　　　ずつ理解を求めていくなどの努力が必要ではないかと思うが

 　　　　　　　　　　　　　どうか。

　　　　 　　児童数の将来推計をお示しする中で、ＰＴＡとしても、学学校適正配置推進室長

　　　　　　　　　　　　　年に１人、２人しかいないという状況にかなり危機感を感じ

　　　　　　　　　　　　　ている。そういった中で、未就学児の保護者の意見を聞きた

　　　　　　　　　　　　　いという思いから個別に聞いて回ったり、アンケートの実施

　　　　　　　　　　　　　なども考えているようで、徐々に意識も変わってくるのでは

　　　　　　　　　　　　　ないかと考えている。また、飯島小と下新城小の検討状況な

　　　　　　　　　　　　　ど全市的な流れについて情報提供する中で、地域や保護者の

　　　　　　　　　　　　　意識も少しずつ変わってきている感覚もあることから、引き

　　　　　　　　　　　　　続き、子どもたちのよりよい教育環境を一緒に考えていくと

 　　　　　　　　　　　　　いうスタンスで地道に進めていきたい。

　　　　委員　　　　　　　　子どもたちの教育のために努力していただいて、地域も納

　　　　　　　　　　　　　得した上で統合となるかどうかは分からないが、道筋を作っ

 　　　　　　　　　　　　　ていただきたいと思う。

　　　　教育長　　　　　　　現状としては、地域全体が反対しているというより、地域

　　　　　　　　　　　　　協議自体がなかなか進んでいないというところで、協議会で

　　　　　　　　　　　　　出た意見にもあるとおり、保護者の意見を取りまとめて地域
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　　　　　　　　　　　　　に説明していく機会を設けるなど、本当に地域を取り込んだ

 　　　　　　　　　　　　　協議にしていくことを目指していきたい。

　　　　 　　協議が進まないということであれば、やはり我々の方から学校適正配置推進室長

　　　　　　　　　　　　　出向いて、地域なり保護者に対して丁寧に説明をしていきた

 　　　　　　　　　　　　　い。

　　　　委員　　　　　　　　岩見三内小・中学校については、学校訪問の際、地域が温

　　　　　　　　　　　　　かく見守っていて、学校に対する愛着が本当にひしひしと感

　　　　　　　　　　　　　じられた。一方で、我々の予想以上に少子化が進んでいるこ

　　　　　　　　　　　　　とも様々な報道から実感しているところである。未来の子ど

　　　　　　　　　　　　　もの状況、そして保護者の思いを取りまとめながら、理解を

 　　　　　　　　　　　　　求めていっていただければという今の思いである。

　　　　　　　　　　　　　　築山小、中通小は、伝統校が統合し、新しい学校が生まれ

　　　　　　　　　　　　　ていくということで、校名の公募などを含め、わくわくする

 　　　　　　　　　　　　　ところである。

　　　　　　　　　　　　　　土崎小、土崎南小に関しても、内館さんや天野さんから作

　　　　　　　　　　　　　っていただく校歌は、これから新しい歴史を刻んでいく学校

　　　　　　　　　　　　　にふさわしいものになると大変わくわくする。そういった意

　　　　　　　　　　　　　味で、周りの方々の思いに寄り添いながら進めていただいて

 　　　　　　　　　　　　　いるものと感じている。

 　　　　教育長　　　　　　　どのような校歌ができるのか、大変楽しみである。

 

 　　　　※　報告(4)については、以上のとおり終了した。

 

 　　　　【その他、今後の日程についての報告】

　　　　総務課長補佐　　　　今後の日程についてお知らせする。８月定例会については、

 　　　　　　　　　　　　　８月２２日木曜日午後３時３０分から開催する予定である。

　　　　教育長　　　　　　　８月定例会は、８月２２日木曜日午後３時３０分から開催

 　　　　　　　　　　　　　予定とのことである。委員の皆様、よろしくお願いする。

 

 　　　　議案第９号　令和７年度使用秋田市立中学校教科用図書の採択に関する件
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　　　　教育長　　　　　　　審議に入る前に、これまでの経緯等について、事務局から

 　　　　　　　　　　　　　説明願う。

 　　　　学校教育課長      　（経緯等について説明）

 　　　　教育長　　　　　　　資料について、事務局から説明願う。

 　　　　学校教育課長      　（資料に基づき説明）

　　　　教育長　　　　　　　審議の方法について確認する。採択対象の発行者全てが審

　　　　　　　　　　　　　議の対象となるが、選定委員会の答申を参考にしつつ、推薦

 　　　　　　　　　　　　　された２社を中心に審議したいと思うがどうか。

 

 　　　　※　異議がなかったため、選定委員会の答申を参考に審議することとした。

 

　　　　教育長　　　　　　　議案第９号の審議に入るが、委員より、光村図書出版の編

　　　　　　　　　　　　　集協力者となっていることから退席する旨の申出があったの

 　　　　　　　　　　　　　で、認める。

　　　　　　　　　　　　　　また、光村図書出版が関わる国語、書写、美術、英語、道

 　　　　　　　　　　　　　徳について、先に審議したいと思うがどうか。

 

　　　　※　異議がなかったため、国語、書写、美術、英語、道徳を先に審議することに

 　　　　　決定した。

 

 　　　　教育長　　　　　　　それでは、委員は退席願う。

 　　　　　　　　　　　　　　（委員退席）

　　　　教育長　　　　　　　それでは、「国語」から審議する。「国語」の推薦の主な

 　　　　　　　　　　　　　理由等について、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「国語」は、「東京書籍」、「光村図書出版」が推薦され

 　　　　　　　　　　　　　ている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　各社とも学びの段階を非常に大切にしており、充実してい

 　　　　　　　　　　　　　ると感じたところである。
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　　　　委員　　　　　　　　各社とも見やすく、特に、東京書籍は、生徒自身が自主的、

　　　　　　　　　　　　　自発的に学習できるようになっており、とても分かりやすく

 　　　　　　　　　　　　　整理されているほか、イラストは特に分かりやすい。

　　　　　　　　　　　　　　光村図書出版は、レポートを書くとかテーマ設定をあらか

　　　　　　　　　　　　　じめ例示するなど、分かりやすい工夫が見られる。光村図書

 　　　　　　　　　　　　　出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　光村図書出版は、学習の流れが良いと感じた。最初の教材

　　　　　　　　　　　　　を取り上げる前の段階に問いやテーマを持ってきていて、本

　　　　　　　　　　　　　文の後に学習活動や目標があり、最後に「学びのあと」とい

　　　　　　　　　　　　　う流れや、「学びのカギ」も良い。「学びのカギ」は、その

　　　　　　　　　　　　　単元でやることに加えて、関連するページとの連携もよく、

　　　　　　　　　　　　　分かりやすく展開されている。古典においても、学年によっ

　　　　　　　　　　　　　て現代語訳の入れ方を変えるなど、丁寧である。以上から、

 　　　　　　　　　　　　　光村図書出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　光村図書出版の「学びへの扉」と「学びのカギ」は、単元

　　　　　　　　　　　　　の学習を終えた後に、視点をまた広げる工夫がなされている。

　　　　　　　　　　　　　内容面では、現代的な課題をより意識しているのは東京書籍

　　　　　　　　　　　　　という感じを受けた。光村図書出版は、比較的なじみのある

　　　　　　　　　　　　　題材が多く、著名な作家の作品や子どもたちに読ませたいと

 　　　　　　　　　　　　　思う文学的文章が多い印象である。

　　　　委員　　　　　　　　現代的な課題をより取り上げているのは東京書籍という点

　　　　　　　　　　　　　は同感である。一方、光村図書出版は、私が学んだときの題

　　　　　　　　　　　　　材もまだ残っていて、個人的になじみのある文章でほっとす

 　　　　　　　　　　　　　るようなところが感じられるほか、脚注などの構成も良い。

　　　　　　　　　　　　　　また、東京書籍の手引きと光村図書出版の「学びへの扉」

　　　　　　　　　　　　　を比較した場合、「学びへの扉」の方が読みやすく、何を学

　　　　　　　　　　　　　べばいいのか分かりやすく感じた。以上から、光村図書出版

 　　　　　　　　　　　　　を推薦する。

 　　　　教育長　　　　　　　確かに「学びへの扉」は、内容を捉えやすい感じがある。
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　　　　　　　　　　　　　「国語」については、「光村図書出版」を採択することにす

 　　　　　　　　　　　　　るがよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「国語」については、「光村図書出版」を採択することに

 　　　　　決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「書写」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「書写」は、「東京書籍」、「光村図書出版」が推薦され

 　　　　　　　　　　　　　ている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　東京書籍は、巻末に「書写活用ブック」があり、光村図書

　　　　　　　　　　　　　出版は、巻頭に別冊として「書写ブック」があるが、これら

 　　　　　　　　　　　　　の使い方はどうなるのか。

　　　　 　　書写の学習においては、毛筆で学習したことを生かして、学校教育課副参事

　　　　　　　　　　　　　硬筆で書くことが重要となるため、光村図書出版の「書写ブ

　　　　　　　　　　　　　ック」が活用できる。選定委員会では、書写の学習を日常生

　　　　　　　　　　　　　活や社会生活で生かすということについて意見が交わされて

　　　　　　　　　　　　　いて、その際、東京書籍の「書写活用ブック」や、光村図書

　　　　　　　　　　　　　出版の巻末にある生活や他の教科に関連する「日常に役立つ

 　　　　　　　　　　　　　書式」を活用できるという話が出た。

　　　　委員　　　　　　　　光村図書出版は、行書導入において、何度も細かく段階を

　　　　　　　　　　　　　踏んでいて、子どもたちが行書を取り入れていくのにとても

 　　　　　　　　　　　　　丁寧であると感じられた。光村図書出版を推薦する。

 　　　　教育長　　　　　　　毛筆の導入部分が、大変丁寧という点は同感である。

　　　　委員　　　　　　　　全体的に、光村図書出版は、手書きはすごく良いものとい

　　　　　　　　　　　　　う感じで、東京書籍は、伝え方の１つであるという違いがあ

　　　　　　　　　　　　　るとの印象を受けた。例えば、東京書籍では最初は文字を書

　　　　　　　　　　　　　くとは何だろうと書いてあるのに対し、光村図書出版は、詩
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　　　　　　　　　　　　　のような内容で手書きで文字を書くことは非常に良いことで

　　　　　　　　　　　　　あるということが伝わってくる。手書きの良さを前面に押し

　　　　　　　　　　　　　出して授業をした方が良いのではないかと思い、光村図書出

 　　　　　　　　　　　　　版のポリシーに共感した。

　　　　　　　　　　　　　　また、内容以外の点であるが、先ほど国語の教科書が光村

　　　　　　　　　　　　　図書出版となったが、書写も光村図書出版の方が生徒たちも

 　　　　　　　　　　　　　混乱しないのではないかと思う。

 　　　　教育長　　　　　　　ただ今の国語との関連については、どうか。

　　　　 　　書写の教科書に、国語の教科書の教材が、全てではないが学校教育課副参事

 　　　　　　　　　　　　　掲載されているので、その意味で関連はある。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍の方がカラフルで見やすく、視覚に訴えてくると

　　　　　　　　　　　　　感じられるほか、「生活に広げよう」など、他の学習や日常

　　　　　　　　　　　　　生活に生かす工夫が見られる。ただし、よく作り込まれてい

　　　　　　　　　　　　　る一方で、情報量が多すぎて見るのが大変ではないかという

 　　　　　　　　　　　　　懸念もある。

　　　　　　　　　　　　　　光村図書出版は、国語とどう結び付けていくかということ

　　　　　　　　　　　　　で、職業ガイドや、寿司職人新聞など、学習したことを実際

　　　　　　　　　　　　　どのように使っていくのかという部分が面白いと感じた。た

　　　　　　　　　　　　　だ、書写ブックは、３年間使うのは難しいと思うが、どのよ

 　　　　　　　　　　　　　うに使われるのか。

　　　　 　　切り取って使うかどうかについては、各校ごとに判断して学校教育課副参事

 　　　　　　　　　　　　　いる。

　　　　委員　　　　　　　　ＩＣＴの進展等により文字を書く機会が減っている中で、

　　　　　　　　　　　　　書くことの重要さなどを伝えることも書写の意義であると思

 　　　　　　　　　　　　　う。総合的に判断して、光村図書出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　文字の書き方や楷書と行書のつながりなどについて、光村

 　　　　　　　　　　　　　図書出版の方が丁寧に書かれていると感じた。

　　　　　　　　　　　　　　「書写」については、「光村図書出版」を採択することに

 　　　　　　　　　　　　　するがよいか。
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　　　　※　全員一致により、「書写」については、「光村図書出版」を採択することに

 　　　　　決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「美術」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「美術」は、「開隆堂出版」、「日本文教出版」が推薦さ

 　　　　　　　　　　　　　れている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　日本文教出版は、考えてみようとか、どのような工夫がさ

　　　　　　　　　　　　　れているかなど、質問形式になっており、子どもたちが主体

　　　　　　　　　　　　　的に考えることができるように工夫されているところが魅力

 　　　　　　　　　　　　　であった。

　　　　　　　　　　　　　　開隆堂出版は、実際の作品がどのような意図で作られたか

　　　　　　　　　　　　　など、丁寧に記述されているところや、本としての美しさ、

 　　　　　　　　　　　　　丁寧に構成されていることから、開隆堂出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　同じように絵巻物の世界について取り上げているが、開隆

　　　　　　　　　　　　　堂出版の方が分かりやすく、美術の教科書として装丁も凝っ

　　　　　　　　　　　　　ている。また、紙質について、日本文教出版は、反射する感

　　　　　　　　　　　　　じで若干見づらいが、開隆堂出版は、しっとりした紙質で細

　　　　　　　　　　　　　かい部分まで配慮している印象を受けた。以上の点から、開

 　　　　　　　　　　　　　隆堂出版を推薦する。

 　　　　教育長　　　　　　　確かに、紙質の違いによる影響は感じる。

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版は、立体的な表紙が非常にインパクトがあり、

　　　　　　　　　　　　　生徒たちも興味を示すのではないか。紙質もとても見やすく、

　　　　　　　　　　　　　全体的に作品を立体的に見られる作りになっている。また、

　　　　　　　　　　　　　「秋田の木とずっと一緒に」というところで、曲げわっぱの

　　　　　　　　　　　　　弁当箱や樺細工の茶筒など、秋田の子どもたちが親近感を覚

 　　　　　　　　　　　　　えるような内容もある。
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　　　　　　　　　　　　　　日本文教出版は、内容的に非常に頑張っていると感じる。

　　　　　　　　　　　　　屏風を実際に立てるような仕組みを視覚的に見られるところ

　　　　　　　　　　　　　や、秋田という部分で言えばナマハゲが出てきたり、青森の

　　　　　　　　　　　　　ねぶたや仙台の七夕まつりなど、比較的生徒たちが身近に感

　　　　　　　　　　　　　じられるお祭りや風習も取り入れられていて、とても良い内

 　　　　　　　　　　　　　容だと思う。日本文教出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　各社とも工夫されており、非常に甲乙つけがたいという感

　　　　　　　　　　　　　想である。それぞれに素晴らしい点がある中で、装丁の良さ

　　　　　　　　　　　　　や、モナリザの鑑賞のところの原寸のひびの入った感じなど、

　　　　　　　　　　　　　これまでなかった見せ方、図版の迫力というところで、開隆

　　　　　　　　　　　　　堂出版が良いと感じられた。木に関するページでも、開隆堂

　　　　　　　　　　　　　出版の方が、制作に関わる様々なところを取り上げていて丁

 　　　　　　　　　　　　　寧であると感じた。

　　　　　　　　　　　　　　「美術」については、「開隆堂出版」を採択することにす

 　　　　　　　　　　　　　るがよいか。

 

 　　　　※　「美術」については、「開隆堂出版」を採択することに決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「英語」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「英語」は、「東京書籍」、「光村図書出版」が推薦され

 　　　　　　　　　　　　　ている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　光村図書出版は、導入から丁寧に時間を掛けて進められて

　　　　　　　　　　　　　いて、徐々に慣れていくよう配慮されている一方、東京書籍

　　　　　　　　　　　　　は、早い段階で例文が出てきて学ぶことができる。語学は、

　　　　　　　　　　　　　早く英文、例文に慣れ親しんで自分でどんどん使ってみても

　　　　　　　　　　　　　のにしていくのがよいと考えることから、東京書籍が良いの

　　　　　　　　　　　　　ではないか。また、教科書の大きさも東京書籍の方が大きく、
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 　　　　　　　　　　　　　字や図も余裕を持って配置されている感じを受ける。

　　　　教育長　　　　　　　１年生の入門期は、基本的に小学校における英語学習の基

　　　　　　　　　　　　　礎の上に立っていると思うが、東京書籍のように最初から文

　　　　　　　　　　　　　例があって書くところがあるといったことは流れとしてはど

 　　　　　　　　　　　　　うか。

　　　　 　　小中接続に関しては、両社とも非常に配慮されているとの学校教育課副参事

　　　　　　　　　　　　　意見が選定委員会では多く出されていた。東京書籍は、初期

　　　　　　　　　　　　　段階から例文等が多く出ているとのことであるが、そのほか

　　　　　　　　　　　　　に全てのページにエンジョイコミュニケーションという形で、

　　　　　　　　　　　　　小学校で慣れ親しんだ聞くこと、話すことの活動が設けられ

　　　　　　　　　　　　　ており、読んだり書いたりする面にも、聞く話すという面に

 　　　　　　　　　　　　　も配慮されているという意見が出ていた。

 　　　　教育長　　　　　　　いずれも配慮された上での進め方ということで了解した。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、中学校で学ぶ本格的な英語に非常にうまく接

　　　　　　　　　　　　　続しているという印象である。また、ビジュアル面も非常に

　　　　　　　　　　　　　よく、様々な写真を取り入れて想像しながら学習を進めてい

　　　　　　　　　　　　　けるほか、情報量が多く英語好きな生徒にとっては学習しや

 　　　　　　　　　　　　　すい内容となっている。

　　　　　　　　　　　　　　光村図書出版は、非常にシンプルで、イラストなども多く

　　　　　　　　　　　　　取り入れられているほか、巻末の付録の「英語の学び方ガイ

　　　　　　　　　　　　　ド」など、生徒が見通しを持って学習できるよう工夫されて

　　　　　　　　　　　　　いる。ただ、生徒たちの興味・関心を捉えられるかというと

 　　　　　　　　　　　　　ころで少し疑問があり、東京書籍を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　光村図書出版は、各項目とも非常に見やすく、子どもたち

　　　　　　　　　　　　　が、いま何をやるのかというところが把握しやすく工夫され

　　　　　　　　　　　　　ている。東京書籍は、ユニット４までは小学校の復習をメイ

　　　　　　　　　　　　　ンにしながらも、先程来からあるように英文が結構出てきて、

　　　　　　　　　　　　　丁寧な作りである。また、情報量も多く、「Real Life English」　

　　　　　　　　　　　　　など実際のコミュニケーションで役立つ内容も設定されてい

 　　　　　　　　　　　　　て内容が厚い。東京書籍を推薦する。



- 19 -

　　　　教育長　　　　　　　合唱コンクールや修学旅行など、扱っている題材自体は、

　　　　　　　　　　　　　光村図書出版の方が今の学校生活と関連付けながら学習でき

　　　　　　　　　　　　　て良いと感じるが、全体的なページ構成やバランスの良い配

 　　　　　　　　　　　　　置などは東京書籍と感じた。

　　　　　　　　　　　　　　また、英語の場合、デジタルコンテンツも結構使用すると

　　　　　　　　　　　　　思うが、答申にある東京書籍のビデオレター等による国際交

 　　　　　　　　　　　　　流の疑似体験について、説明をお願いする。

　　　　 　　ビデオレターは、教室の子どもたちに対して、カナダの生学校教育課副参事

　　　　　　　　　　　　　徒たちが呼び掛けたり、質問を投げ掛けたりするなどの交流

　　　　　　　　　　　　　を体験し、実際に子どもたちが異なる文化などについて考え

 　　　　　　　　　　　　　ていくという形が取られている。

 　　　　教育長　　　　　　　そのような点も、東京書籍の特徴の１つである。

　　　　　　　　　　　　　　「英語」については、「東京書籍」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「英語」については、「東京書籍」を採択することに決定

 　　　　　した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「道徳」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「道徳」は、「東京書籍」、「光村図書出版」が推薦され

 　　　　　　　　　　　　　ている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　光村図書出版と東京書籍は、特徴的には対極にあるという

　　　　　　　　　　　　　感じがする。例えば、いじめの問題では、東京書籍は、いじ

　　　　　　　　　　　　　めに当たる行動はどれかというところから入って、それにつ

　　　　　　　　　　　　　いて書いて考える、傍観者でいいのかという資料があって、

　　　　　　　　　　　　　最後にいじめの構造についてはっきり書いているという取扱

　　　　　　　　　　　　　い方である。光村図書出版は、「魚の涙」で作者の中学時代
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　　　　　　　　　　　　　を題材として、公正・公平について考えた後、「いつもの教

　　　　　　　　　　　　　室の中で」いじめが起こらないようにするにはどうすればい

　　　　　　　　　　　　　いだろうと「まなびをプラス」で話し合うという形になって

　　　　　　　　　　　　　いて、やはり違いがあると感じる。個人的には、このような

　　　　　　　　　　　　　現代的なテーマは、東京書籍のような、ある程度直接的な進

 　　　　　　　　　　　　　め方もあるのかなと思ったところである。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、写真を使うなどして直接的に問い掛けてくる

　　　　　　　　　　　　　ような作りである。例えば、歩きスマホの問題が取り上げら

　　　　　　　　　　　　　れていて、普段の生活の中で子どもたちがどう行動すればい

　　　　　　　　　　　　　いのか、どのような道徳感を持って生活していけばいいのか、

　　　　　　　　　　　　　直接的に語られていると感じた。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　光村図書出版は、イラストあるいは漫画などを多く使って、

　　　　　　　　　　　　　子どもたちに考えさせる、想像させるという道徳の教科書ら

　　　　　　　　　　　　　しい作りである。中でも注目したのは、少々特殊な題材では

　　　　　　　　　　　　　あるが、女性で初めてねぶた師になった北村さんという方の

　　　　　　　　　　　　　内容で、小さい頃の環境が将来の自分の夢につながるとか、

　　　　　　　　　　　　　諦めなければどんな職業でもやっていけるという希望を持て

　　　　　　　　　　　　　る内容であった。光村図書出版の方が、いわゆる道徳的な教

 　　　　　　　　　　　　　科書で考えさせられる内容が多いと感じた。

　　　　委員　　　　　　　　光村図書出版は、振り返りの部分で「考えよう」という項

　　　　　　　　　　　　　目で、自分の立場からの一方的な考えではなく、相手の立場

　　　　　　　　　　　　　や様々な角度から考えることを子どもたちに促すような内容

　　　　　　　　　　　　　になっていると感じた。いじめに関しても、全然関係ない項

　　　　　　　　　　　　　目でも関連する話が出てきたりするなど、直接的ではないが、

　　　　　　　　　　　　　様々な方向から考えていく中で結果的に掘り起こしていくこ

　　　　　　　　　　　　　ともできるのではないかという感じもある。子どもたちに考

 　　　　　　　　　　　　　えさせるという点で、光村図書出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　以前にも指摘があったかもしれないが、東京書籍は、テー

　　　　　　　　　　　　　マタイトルで答えを出してしまっている感じが気になる。例

　　　　　　　　　　　　　えば、「風評被害で相手を認めるには」とタイトル付けされ
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　　　　　　　　　　　　　ていると、何か答えを誘導しているようにも受け取られるか

　　　　　　　　　　　　　なというのに対して、光村図書出版の「魚の涙」のタイトル

　　　　　　　　　　　　　は、「公平・公正・社会正義」で、誘導的なところはない。

　　　　　　　　　　　　　道徳は、答えが１つではない教科ということを考慮すると、

　　　　　　　　　　　　　どちらかといえば光村図書出版の方が良いのではないかと感

　　　　　　　　　　　　　じた。また、光村図書出版は、非常に考えさせる内容となっ

 　　　　　　　　　　　　　ており、題材の選定も含めて良いと思った。

　　　　　　　　　　　　　　いじめについては、先ほどあったように、東京書籍は、割

　　　　　　　　　　　　　と直接的に表現しているのに対して、光村図書出版は、そこ

　　　　　　　　　　　　　まで直接的ではないが、「まなびをプラス」でさらに考えを

　　　　　　　　　　　　　深める構成となっていて、非常に工夫されている。平面的で

　　　　　　　　　　　　　はなく階層的に考えさせるような印象であり、光村図書出版

 　　　　　　　　　　　　　を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　今回、光村図書出版には「チャレンジ　問いを立てよう」

　　　　　　　　　　　　　というページができていて、子どもたちが自ら問いを作って

 　　　　　　　　　　　　　考える内容となっており、なかなか取組として良いと感じた。

　　　　　　　　　　　　　　「道徳」については、「光村図書出版」を採択することに

 　　　　　　　　　　　　　するが良いか。

 

　　　　※　全員一致により、「道徳」については、「光村図書出版」を採択することに

 　　　　　決定した。

 

 　　　　　　　　　　　　　　（委員入室）

　　　　教育長　　　　　　　次に、「地理」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「地理」は、「東京書籍」、「教育出版」が推薦されてい

 　　　　　　　　　　　　　る。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　教育出版は、見やすさ、探しやすさといった点で工夫がな
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　　　　　　　　　　　　　されているほか、特設ページのクロスロードは、非常に見応

　　　　　　　　　　　　　えがあって良いと思う。東京書籍は、章や編の導入部分がと

　　　　　　　　　　　　　ても丁寧で、構成が非常に練られていると思った。また、探

　　　　　　　　　　　　　究課題の解決や振り返りのコーナーも、子どもたちが個人活

　　　　　　　　　　　　　動だけでなくグループ活動もしながら学習できる内容であり、

 　　　　　　　　　　　　　東京書籍を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　教育出版は、必要な写真や資料が適切に掲載されていて、

　　　　　　　　　　　　　子どもたちの思考に結び付くのではと思った。東京書籍は、

　　　　　　　　　　　　　非常に豊富な資料を掲載し、広い視野から物事を捉えられる

　　　　　　　　　　　　　ようなページを特設している。また、「日本の諸地域」の　

　　　　　　　　　　　　　「東北地方」では、１ページ目に本県の竿燈が掲載されてお

　　　　　　　　　　　　　り、本市の子どもたちにとっては大変興味を引くものとなっ

　　　　　　　　　　　　　ている。重要無形民俗文化財になった男鹿のナマハゲも、地

　　　　　　　　　　　　　方に根付いた文化という面がしっかりと捉えられていて、他

　　　　　　　　　　　　　の掲載写真も同様のこだわりを持ちながら作成されたものと

　　　　　　　　　　　　　推察する。以上から、東京書籍が、本市の子どもたちの学び

 　　　　　　　　　　　　　に寄り添っていくのではないかと考える。

　　　　委員　　　　　　　　日本の領土のところでは、東京書籍は、歴史的事実に基づ

　　　　　　　　　　　　　いた書きぶりである。教育出版は、北方領土について、年表

　　　　　　　　　　　　　や現状のほか、関連としてソ連からロシアへの体制変更にも

　　　　　　　　　　　　　触れており、領土問題については教育出版が良いと思う。ま

　　　　　　　　　　　　　た、南東を上にして大陸から日本を見た場合、ロシアから見

　　　　　　　　　　　　　れば北方領土はロシアに近いとか、大韓民国から見ると竹島

　　　　　　　　　　　　　は大韓民国に近いとか、そういった視点もあるということで、

　　　　　　　　　　　　　非常にグローバルな見方であると感じた。これは一例である

　　　　　　　　　　　　　が、教育出版の方が、子どもたちの興味・関心を引き、自発

　　　　　　　　　　　　　的に学習する意欲というものが湧くのではないかと思い、教

 　　　　　　　　　　　　　育出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、「チェック＆トライ」等で学習内容の定着を

　　　　　　　　　　　　　図るよう工夫されているほか、解説なども分かりやすいと感
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　　　　　　　　　　　　　じた。また、「日本の諸地域」の「東北地方」の単元では、

　　　　　　　　　　　　　竿燈まつりや男鹿のナマハゲが取り上げられており、秋田の

　　　　　　　　　　　　　子どもたちにとってはうれしいと思う。全体構成も分かりや

 　　　　　　　　　　　　　すく、東京書籍を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　資料を整理しながら課題解決的な学習ができるように配慮

　　　　　　　　　　　　　されているといった点は、共通している。１単位時間ごとの

　　　　　　　　　　　　　ページを開いたときに、左側ページのトップ写真について、

　　　　　　　　　　　　　教育出版は学習課題につながるつぶやきや「ＬＯＯＫ！」と

　　　　　　　　　　　　　いう細かな解説がある。一方、東京書籍は、あまりコメント

　　　　　　　　　　　　　はない。どちらが良いかとなった場合、私は、想像力を働か

　　　　　　　　　　　　　せて考えるといった点で、教師として扱うときには、東京書

　　　　　　　　　　　　　籍の方が子どもたちの考え方を広げやすいのではないかとの

 　　　　　　　　　　　　　感じを持った。

　　　　　　　　　　　　　　「地理」については、「東京書籍」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

 　　　　※　「地理」については、「東京書籍」を採択することに決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「歴史」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「歴史」は、「東京書籍」、「教育出版」が推薦されてい

 　　　　　　　　　　　　　る。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　本市社会科の重点である「表現する力を高める指導の充　

　　　　　　　　　　　　　実」ということで、まとめの部分でどのように工夫がされて

　　　　　　　　　　　　　いるかに注目したところ、東京書籍は、「確かめよう振り返

　　　　　　　　　　　　　ろう」というコーナーを設け、例えばクラゲチャートやＸチ

　　　　　　　　　　　　　ャートなどにまとめ、思考を整理して深める手立てあるいは

　　　　　　　　　　　　　それを基に対話していくことも意図して構成されているので

 　　　　　　　　　　　　　はないかと感じた。以上から、東京書籍を推薦する。
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　　　　教育長　　　　　　　私も、東京書籍は、「まとめの活動」で様々な思考ツール

　　　　　　　　　　　　　を活用していて、子どもたちがよく考えるための機会を作っ

 　　　　　　　　　　　　　ていると感じた。

　　　　委員　　　　　　　　私も、まとめの部分での工夫や、年表をページの右側に配

　　　　　　　　　　　　　置し時間軸を捉えやすくしている工夫などの点から、東京書

　　　　　　　　　　　　　籍が良いと感じた。また、もう１つのポイントとして、かな

　　　　　　　　　　　　　り細かくテーマごとに２次元コードを掲載しており、さらに

　　　　　　　　　　　　　探究できるようになっていて非常に構成がうまいと思った。

　　　　　　　　　　　　　教育出版も悪くはないが、東京書籍の方がより学ぶ側に立っ

 　　　　　　　　　　　　　て作られている印象を受けたことから、東京書籍を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　個人的には、説明の内容が、どちらかというと東京書籍の

　　　　　　　　　　　　　方が理解しやすいと感じられた。また、年表の配置場所や資

　　　　　　　　　　　　　料の豊富さ、グラフの提示方法などにもより工夫が見られる

 　　　　　　　　　　　　　ことから、東京書籍を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、まず各章の導入で小学校での学習事項を振り

　　　　　　　　　　　　　返り、その後、探究課題、問い、まとめの活動という一貫し

　　　　　　　　　　　　　た構成で主体的に学習できるよう配慮されている。教育出版

　　　　　　　　　　　　　も、同様の配慮はなされているものの、最後のまとめのとこ

 　　　　　　　　　　　　　ろの充実度などを考慮して、東京書籍を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　「歴史」については、「東京書籍」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「歴史」については、「東京書籍」を採択することに決定

 　　　　　した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「公民」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「公民」は、「東京書籍」、「教育出版」が推薦されてい

 　　　　　　　　　　　　　る。
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 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　公民は、高校で新科目「公共」ができたり、主権者教育、

　　　　　　　　　　　　　成人年齢の引下げなど、社会との関わりで以前より重要性を

　　　　　　　　　　　　　増している。各社とも、そのような点を取り入れて、特色が

 　　　　　　　　　　　　　出ていると感じている。

　　　　委員　　　　　　　　教育出版は、「持続可能な社会に向けて」を軸にして、な

　　　　　　　　　　　　　ぜルールを作る必要があるのか、なぜ差別は生まれるのかと

　　　　　　　　　　　　　いった大きな課題を子どもたちに突き付けながら、真剣に世

　　　　　　　　　　　　　の中のことを考えさせていく構成が非常に迫ってくるものが

 　　　　　　　　　　　　　あり、価値のある内容であった。

　　　　　　　　　　　　　　東京書籍は、「みんなでチャレンジ」を随所に設けており、

　　　　　　　　　　　　　社会に参画するイメージを広げたり、具体的な参加を促すと

　　　　　　　　　　　　　いった意図が感じられた。本市社会科の重点事項にも「社会

　　　　　　　　　　　　　への参画意識を高める指導の工夫」があるが、子どもたちが

　　　　　　　　　　　　　具体的に社会を自分たちの力で変えていく可能性を感じられ

 　　　　　　　　　　　　　る作りとなっている東京書籍を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　東京書籍の「みんなでチャレンジ」は、政治参加をしてみ

　　　　　　　　　　　　　よう、議員になって条例を作ろうなど、面白い切り口で大変

　　　　　　　　　　　　　興味深かった。教育出版の「持続可能な社会に向けて」は、

　　　　　　　　　　　　　「みんなでチャレンジ」と同じ意味合いを持ったページだと

　　　　　　　　　　　　　思うが、裁判員裁判のところで、ある事件を取り上げて、成

　　　　　　　　　　　　　立する可能性がある犯罪は、死刑とは、懲役とは、禁錮とは

　　　　　　　　　　　　　と考えて、最後、トライで判決を考えてみようとなっていて、

　　　　　　　　　　　　　こちらも違う踏み込み方で興味深く、それぞれ工夫があると

 　　　　　　　　　　　　　感じた。

　　　　委員　　　　　　　　「みんなでチャレンジ」の模擬裁判や、「持続可能な社会

　　　　　　　　　　　　　に向けて」の「なぜ裁判員裁判の制度があるのだろう」とい

　　　　　　　　　　　　　うところは、弁護士会のジュニアロースクールでよくやる内

　　　　　　　　　　　　　容であるが、専門的な立場から言うと、証言や証拠の評価の

　　　　　　　　　　　　　仕方が肝で、この部分だけで言えば、東京書籍の方がよく考



- 26 -

　　　　　　　　　　　　　えられていると思った。教育出版は、割と知識重視で、多面

　　　　　　　　　　　　　的に見るという点がやや不足しているように感じられた。ま

　　　　　　　　　　　　　た、写真の取上げ方なども、東京書籍の方が子どもたちにと

 　　　　　　　　　　　　　って身近な話であると感じさせる内容になっていると思った。

　　　　委員　　　　　　　　私の専門の関係で、教育出版の「世論の形成とメディア」、

　　　　　　　　　　　　　「マスメディアとインターネットの発達」、東京書籍の「メ

　　　　　　　　　　　　　ディアと世論」については、ほぼ内容は一緒でよくできてい

　　　　　　　　　　　　　るが、より詳しい記述は教育出版である。フェイクニュース

　　　　　　　　　　　　　の関係も同様である。ただし、中学生としては少々細か過ぎ

　　　　　　　　　　　　　るという印象もあり、自発的に疑問を解決する、より知識を

　　　　　　　　　　　　　深めるために調べるといった子どもたちの行動を促す意味で

 　　　　　　　　　　　　　は、東京書籍でよいのではないかと判断する。

　　　　委員　　　　　　　　先ほどもあったが、教育出版は、知識重視のような形が多

　　　　　　　　　　　　　く、東京書籍は「みんなでチャレンジ」のところで、関心を

　　　　　　　　　　　　　持って学ぶことができるのではないかと考えた。また、資料

　　　　　　　　　　　　　も、教育出版は、「持続可能な社会に向けて」ということで

　　　　　　　　　　　　　一貫している魅力があるが、東京書籍は、様々な角度から多

　　　　　　　　　　　　　くの資料を掲載していて、多彩なデジタルコンテンツもあり

 　　　　　　　　　　　　　発展的な学習にもつながることから、東京書籍を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　資料の取扱い等でそれぞれ特色があるが、東京書籍の「み

　　　　　　　　　　　　　んなでチャレンジ」では、友達やグループで協議する場が設

　　　　　　　　　　　　　定されており、私もこうした機会は必要と感じたところであ

 　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　「公民」については、「東京書籍」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「公民」については、「東京書籍」を採択することに決定

 　　　　　した。
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　　　　教育長　　　　　　　次に、「地図」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「地図」は、「東京書籍」、「帝国書院」が推薦されてい

 　　　　　　　　　　　　　る。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

 　　　　委員　　　　　　　　東京書籍の「Bee's eye」は、非常に見やすく、子どもた

　　　　　　　　　　　　　ちが学習する際も利用しやすいと思ったが、帝国書院は、地

　　　　　　　　　　　　　図全体における探しやすさがあった。また、資料の豊富さも

 　　　　　　　　　　　　　あり、帝国書院を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　ページ数で言っても、帝国書院の方が２０ページ以上多く、

　　　　　　　　　　　　　地図の使い方にもページを割いている。また、災害に関する

 　　　　　　　　　　　　　資料等も帝国書院の方が丁寧に扱っていると感じる。

　　　　委員　　　　　　　　ページ数の多さや資料の豊富さに加えて、導入部分が小学

　　　　　　　　　　　　　校からの接続を踏まえて丁寧に示されていることや、最近増

　　　　　　　　　　　　　加している気象災害の資料も多いことから、帝国書院を推薦

 　　　　　　　　　　　　　する。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍の地図も大変明るく見やすい内容となっており、

　　　　　　　　　　　　　２次元コードもうまく配置されている。帝国書院は、歴史や

　　　　　　　　　　　　　公民の学習にも活用することを意識して資料を掲載している

　　　　　　　　　　　　　と感じられた。２次元コードが増える中、アナログの紙の地

　　　　　　　　　　　　　図を使って何を学習させるのか、紙の良さを実感できるよう

　　　　　　　　　　　　　に授業を構成していく必要がある。その意味で、地図から必

　　　　　　　　　　　　　要な情報を読み取る力を身に付けられるよう、しっかりと紙

　　　　　　　　　　　　　面で確認してチェックさせたり、イメージを広げることを狙

 　　　　　　　　　　　　　っていると思う。帝国書院を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍も大変よくできていると思うが、高低差の判別の

　　　　　　　　　　　　　ところなど、地図の色合いで見にくい箇所がいくつかある一

　　　　　　　　　　　　　方で、帝国書院は、非常に見やすい。デジタルコンテンツは

　　　　　　　　　　　　　両社とも良いが、帝国書院の場合は国土地理院にもアクセス

　　　　　　　　　　　　　でき、子どもたちの興味も湧いてくるのではないか。以上か
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 　　　　　　　　　　　　　ら、帝国書院を推薦する。

　　　　　　　　　　　　　　なお、前回の小学校の教科書採択の際も指摘したが、鳥海

　　　　　　　　　　　　　山の読み方が、山形県での読み方である「ちょうかいざん」

　　　　　　　　　　　　　になっている。蔵王山と同様の形で、かっこ書きで「ちょう

 　　　　　　　　　　　　　かいさん」と記載してほしい。

　　　　教育長　　　　　　　「地図」については、「帝国書院」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「地図」については、「帝国書院」を採択することに決定

 　　　　　した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「数学」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「数学」は、「教育出版」、「新興出版社啓林館」が推薦

 　　　　　　　　　　　　　されている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　両社の教科書を並べてみると、啓林館の方が薄い。先ほど

　　　　　　　　　　　　　の説明で、学習内容を精選し情報が過多にならないよう配慮

 　　　　　　　　　　　　　したとあったが、説明願う。

　　　　 　　選定委員会でも話題になった。数学的な見方・考え方を働教育研究所副参事

　　　　　　　　　　　　　かせて、子どもが思考を進めていくという部分については、

　　　　　　　　　　　　　各社とも共通して工夫されているところである。その中で、

　　　　　　　　　　　　　教育出版と啓林館は、非常にポイントを絞って、子どもたち

　　　　　　　　　　　　　が自分の考えを持って主体的に取り組めるよう配慮されてい

 　　　　　　　　　　　　　るのが特徴的ということであった。加えて、啓林館は、ＩＣＴ

　　　　　　　　　　　　　を活用することで、さらに学習内容を精選することにより、

　　　　　　　　　　　　　他社に比べ１割ほど、各単元で５ページ程度を削減できてい

 　　　　　　　　　　　　　るところも特徴である。

　　　　教育長　　　　　　　例えば、教育出版の「数学の広場」のような内容は、啓林
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 　　　　　　　　　　　　　館の場合は、デジタルコンテンツに含まれているのか。

　　　　 　　ご指摘の内容については、デジタルコンテンツには含まれ教育研究所副参事

　　　　　　　　　　　　　ず、解説や補充問題が多く掲載されている傾向にある。なお、

　　　　　　　　　　　　　教育出版の内容について、多くの素材というか、考える材料

 　　　　　　　　　　　　　が豊富であるとの意見が選定委員会で挙がっていた。

　　　　教育長　　　　　　　生徒たちには、是非数学の良さ、数学が生かされているこ

　　　　　　　　　　　　　とを実感してほしいという気持ちがあることから、そのよう

 　　　　　　　　　　　　　な内容がある教育出版が良いという感想を持った。

　　　　委員　　　　　　　　啓林館は、ＩＣＴの活用で広がる数学の学習ということで、

　　　　　　　　　　　　　一人ひとりがタブレットを持っていることをうまく生かし、

　　　　　　　　　　　　　２次元コードにより紙面をすっきりと情報が過多にならない

　　　　　　　　　　　　　よう配慮し、主体的に学ぶ姿勢に結び付けるというコンセプ

 　　　　　　　　　　　　　トである。

　　　　　　　　　　　　　　一方、教育出版は、数学が生活に生かされていることを教

　　　　　　　　　　　　　科書の中で感じ取らせていくところが非常に工夫されている

　　　　　　　　　　　　　と感じた。やはり重要なのは、生活の中で数学が活用されて

　　　　　　　　　　　　　いることと結び付くことによって、子どもたちが、数学の良

　　　　　　　　　　　　　さを教科書を通して実感していくことではないかと考える。

 　　　　　　　　　　　　　以上から、教育出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　自分の経験からも、数学は、つまずいてしまうと教科書だ

　　　　　　　　　　　　　けでは理解できないと考える。その点で、啓林館は、ＩＣＴ

　　　　　　　　　　　　　の活用ということで、内容をそぎ落として、動画と一緒に振

　　　　　　　　　　　　　り返ったり、応用問題を解いたりという思い切った内容とな

　　　　　　　　　　　　　っている。授業の在り方、学習方法、教科書など、今後どう

　　　　　　　　　　　　　なっていくのかという意味で、非常にチャレンジングな教科

　　　　　　　　　　　　　書になっている気がする。教育出版は、従来の教科書の内容

　　　　　　　　　　　　　で、これ１冊で完結するということであるが、そろそろ本市

　　　　　　　　　　　　　も、啓林館のようなチャレンジングな教科書を使ってみるの

 　　　　　　　　　　　　　も悪くないのではないか。

　　　　委員　　　　　　　　教育出版は、子どもたちにこう学んでほしいというしっか
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　　　　　　　　　　　　　りとした方針があって作られていると思う。導入部分から丁

　　　　　　　　　　　　　寧で、学年が上がって応用の段階になっても、吹き出しのよ

　　　　　　　　　　　　　うな形でヒントを掲載したり、考える過程も丁寧に扱ってい

　　　　　　　　　　　　　る。苦手な子どもたちにとっては、最初の導入と丁寧さで、

　　　　　　　　　　　　　得意で伸ばしたい子どもたちにとっては、応用のところで答

　　　　　　　　　　　　　えにたどり着くルートは１つではない、様々な考え方がある

 　　　　　　　　　　　　　といった内容を掲載している教育出版が良いと思った。

　　　　委員　　　　　　　　数学は、一見取っ付きにくい面があるので、教育出版の　

　　　　　　　　　　　　　「数学の広場」のような、コラム的であるが非常に興味を引

　　　　　　　　　　　　　くような内容が、啓林館にはあまりないのが残念である。ま

　　　　　　　　　　　　　た、教育出版は、つぶやき的な内容が非常に考えられている

　　　　　　　　　　　　　という印象である。また、学びのプロセスが掲載されている

　　　　　　　　　　　　　ページでは、課題を発見して、見通しを立てて、自分で考え

　　　　　　　　　　　　　て、問題を解決して振り返るというところが工夫されていて、

 　　　　　　　　　　　　　見やすく分かりやすい。以上から、教育出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　「数学」については、「教育出版」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

 　　　　※　「数学」については、「教育出版」を採択することに決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「理科」について審議を行う。推薦の主な理由等に

 　　　　　　　　　　　　　ついて、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「理科」は、「東京書籍」、「大日本図書」が推薦されて

 　　　　　　　　　　　　　いる。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、実験という具体的な場面を通して、結論を導

　　　　　　　　　　　　　くというような流れとなっており、理科という教科の特性に

　　　　　　　　　　　　　合っている印象を受けた。また、東京書籍の方が、２次元コ

　　　　　　　　　　　　　ードなどデジタルコンテンツが非常に豊富であり、授業でも

　　　　　　　　　　　　　利用しやすいのではないかと感じられたことから、東京書籍
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 　　　　　　　　　　　　　を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　大日本図書は、実験の方法や結果がよく整理されており、

　　　　　　　　　　　　　吹き出しの内容も、生徒に気付きを促すような内容で興味深

　　　　　　　　　　　　　い。東京書籍は、章の初めの写真のインパクトがあり、子ど

　　　　　　　　　　　　　もたちの探究心を刺激する入口としてすばらしいと感じた。

　　　　　　　　　　　　　見えないものが見えた瞬間や、不思議に思っていたこととあ

　　　　　　　　　　　　　る事象がつながったときの驚きと発見によって、子どもたち

　　　　　　　　　　　　　の探究心は培われるのではないかと感じたことから、東京書

 　　　　　　　　　　　　　籍を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　大日本図書は、見やすい紙面である。東京書籍は、導入か

　　　　　　　　　　　　　ら、子どもたち自身が考えながら進めていく上で、丁寧な構

　　　　　　　　　　　　　成となっている。また、読み物の資料等も充実していて、社

　　　　　　　　　　　　　会につながる科学ということで、多くの方の話が掲載されて

　　　　　　　　　　　　　いる。導入から振り返りまでの学習の流れが丁寧な作りで徹

 　　　　　　　　　　　　　底されており、東京書籍を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　東京書籍は、すぐ解答にたどり着くような書き方をせず、

　　　　　　　　　　　　　子どもたちに考えさせるような構成で工夫が見られる。また、

　　　　　　　　　　　　　章末の理科の面白さを感じられる資料の豊富さなどからも、

 　　　　　　　　　　　　　東京書籍がよいと思った。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、非常に内容が詳しく記載されていて、コラム

　　　　　　　　　　　　　も面白い。いろいろな見方があると思うが、やはり内容や見

　　　　　　　　　　　　　やすさ、様々な実験の手順などをうまく取り入れて表現して

 　　　　　　　　　　　　　いる点で東京書籍が良いのではないかと思う。

　　　　教育長　　　　　　　「理科」については、「東京書籍」を採択することにする

 　　　　　　　　　　　　　がよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「理科」については、「東京書籍」を採択することに決定

 　　　　　した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「音楽一般」について審議を行う。推薦の主な理由
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 　　　　　　　　　　　　　等について、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「音楽一般」は、「教育出版」、「教育芸術社」が推薦さ

 　　　　　　　　　　　　　れている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　教育芸術社は、創作でＩＣＴ機器を活用しているとの説明

 　　　　　　　　　　　　　があったが、ＩＣＴ活用の点で、両社に違いはあるのか。

　　　　 　　教育芸術社では、教科書に２次元コードが記載されており、教育研究所主席主査

　　　　　　　　　　　　　読み込むと創作のツールを利用できる。そのツールでは、生

　　　　　　　　　　　　　徒がタブレットを活用して自分でリズムを入力することがで

　　　　　　　　　　　　　き、学年が上がると伴奏の和音なども入力できるようになっ

　　　　　　　　　　　　　ていて、自分でつくった音楽を再生して聞くこともできる。

 　　　　　　　　　　　　　このような点が、教育芸術社の特徴である。

　　　　委員　　　　　　　　近年、中学生にとって、音楽は自己表現できる楽しいもの

　　　　　　　　　　　　　となってきていると感じる。教育芸術社は、デジタルコンテ

　　　　　　　　　　　　　ンツが充実しており、創作ツールを利用すると音楽が奏でら

　　　　　　　　　　　　　れ、表現の幅を広げることができる。また、伴奏でも、カラ

　　　　　　　　　　　　　ピアノというツールがあり、歌の個人練習ができるなど、子

　　　　　　　　　　　　　どものイメージに応じた内容となっており、非常に魅力的な

　　　　　　　　　　　　　コンテンツであった。教育出版社は、歌と情景の結び付きを

　　　　　　　　　　　　　大事にしながら、音楽を通して日本固有の文化を継承してい

　　　　　　　　　　　　　きたいという思いが非常に伝わってきた。大変悩むところで

　　　　　　　　　　　　　はあるが、子どもたちが音楽で自分自身を表現したり、自在

　　　　　　　　　　　　　に幅を広げることができればよいという思いもあり、デジタ

 　　　　　　　　　　　　　ルコンテンツの充実が図られている教育芸術社を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　教育芸術社は、付箋のような形で、質問や注目点などを投

　　　　　　　　　　　　　げ掛けていて、子どもたちも取り組みやすい工夫がなされて

　　　　　　　　　　　　　いる。また、「学びのコンパス」のコーナーが非常に充実し

 　　　　　　　　　　　　　ていて、教育出版の「Active!」より、調べたり、感じたこ

　　　　　　　　　　　　　とを書いたり、話し合ってみたりと様々な形で学んだことを

 　　　　　　　　　　　　　深めていく工夫があった。以上から、教育芸術社を推薦する。
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　　　　委員　　　　　　　　教育芸術社は、大きさなどを含めて非常に見やすく、プロ

　　　　　　　　　　　　　の演奏者の方々のインタビューもあって読みやすいと感じた。

　　　　　　　　　　　　　　また、著作権については、できるだけ早い段階でルールを

　　　　　　　　　　　　　学ぶべきであると考えているが、教育芸術社は１年生、教育

　　　　　　　　　　　　　出版は２年生で学ぶこととなっており、この点からも教育芸

 　　　　　　　　　　　　　術社を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　著作権については、知識の有無で対応が全然異なってくる

　　　　　　　　　　　　　ことから、問題意識として頭に置いておくべきものであり、

　　　　　　　　　　　　　その意味では、教育芸術社の取扱いは丁寧であると思う。ま

　　　　　　　　　　　　　た、デジタルコンテンツの創作ツールは、タブレットで使用

　　　　　　　　　　　　　できるということで、発展的な音楽の授業につながるのでは

　　　　　　　　　　　　　ないかという感じを受けた。他のコンテンツも豊富であり、

 　　　　　　　　　　　　　教育芸術社を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　「音楽一般」については、「教育芸術社」を採択すること

 　　　　　　　　　　　　　にするがよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「音楽一般」については、「教育芸術社」を採択すること

 　　　　　に決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「器楽合奏」について審議を行う。推薦の主な理由

 　　　　　　　　　　　　　等について、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「器楽合奏」は、「教育出版」、「教育芸術社」が推薦さ

 　　　　　　　　　　　　　れている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　太鼓や琴などは、全校にはないと思われるが、実際のとこ

 　　　　　　　　　　　　　ろどうか。

　　　　 　　３年間で、琴、三味線、尺八、和太鼓などのいずれかの楽教育研究所主席主査

　　　　　　　　　　　　　器を経験するということになっており、学校によってという

 　　　　　　　　　　　　　ことになるが、琴、箏は多くの学校にある。

　　　　委員　　　　　　　　そういう視点で見ると、教育芸術社は、写真が非常に充実
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　　　　　　　　　　　　　していて、自分でやってみたいと思うような作りになってい

　　　　　　　　　　　　　る。アンサンブルで笑点のテーマがあったりして、遊び心も

　　　　　　　　　　　　　あっていいのではないかと思う。一方、教育出版は、先ほど

　　　　　　　　　　　　　の和楽器の部分の解説が、もう少し詳しければよいと感じた。

 　　　　　　　　　　　　　総合的に判断して、教育芸術社を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　音楽一般と同様に、デジタルコンテンツの充実は、生徒の

　　　　　　　　　　　　　主体的な取組につながると感じている。教育芸術社は、例え

　　　　　　　　　　　　　ば、リコーダーでは、正面と横、口元の写真があり、自分自

　　　　　　　　　　　　　身で確認しながら学ぶことができる。また、琴でも、教育芸

　　　　　　　　　　　　　術社は、上から撮った写真を掲載していて、演奏者の目線を

　　　　　　　　　　　　　意識していて工夫が感じられた。両社とも、選曲はすばらし

　　　　　　　　　　　　　く、どれも演奏してみたいという思いにさせるが、教育芸術

 　　　　　　　　　　　　　社を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　両社とも写真が豊富で魅力的であり、演奏したいと感じさ

　　　　　　　　　　　　　せる内容である。演奏では、音楽一般と同様に、楽譜の上に

　　　　　　　　　　　　　付箋が付いていて分かりやすく、ただ演奏するだけではない

 　　　　　　　　　　　　　形になっていることもあり、教育芸術社を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　教育芸術社の「学びのコンパス」や日本の楽器一覧、伝統

　　　　　　　　　　　　　音楽の楽器編成といったところは、教育出版にはない内容で

　　　　　　　　　　　　　あり、いろいろなことが学べるのではないかと思った。また、

　　　　　　　　　　　　　音楽一般が教育芸術社となったことも踏まえ、教育芸術社を

 　　　　　　　　　　　　　推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　デジタルコンテンツは、両社とも一人ひとりの技能に合わ

　　　　　　　　　　　　　せてスピードを変えたりするなど様々な調整ができるが、若

　　　　　　　　　　　　　干、教育芸術社がよいという印象である。また、いずれも奏

　　　　　　　　　　　　　法を丁寧に扱っているが、例えば、ギターでは、教育出版は、

　　　　　　　　　　　　　姿勢の写真から始まるが、教育芸術社は、様々なギターや演

　　　　　　　　　　　　　奏家の写真となっていて、背中を伸ばすことよりも、まずは

　　　　　　　　　　　　　様々なギターがあるというところから始まるところも良いと

 　　　　　　　　　　　　　感じた。
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　　　　　　　　　　　　　　「器楽合奏」については、「教育芸術社」を採択すること

 　　　　　　　　　　　　　にするがよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「器楽合奏」については、「教育芸術社」を採択すること

 　　　　　に決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「保健体育」について審議を行う。推薦の主な理由

 　　　　　　　　　　　　　等について、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「保健体育」は、「東京書籍」、「Ｇａｋｋｅｎ」が推薦

 　　　　　　　　　　　　　されている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　健康は、人生において財産となるものであり、中学校から

　　　　　　　　　　　　　自分の生活を振り返っていくことは非常に重要なことである。

　　　　　　　　　　　　　Ｇａｋｋｅｎは、ウォームアップが魅力的で、生徒に関心を

　　　　　　　　　　　　　持たせ、課題追究の意欲を高めながら、その章に入っていく

 　　　　　　　　　　　　　よう配慮されていると感じた。

　　　　　　　　　　　　　　一方、東京書籍は、テーマによって色分けするなど、紙面

　　　　　　　　　　　　　も見やすい。また、根拠を持って話合いに臨んだり、考えさ

　　　　　　　　　　　　　せる工夫がなされていることに大変興味を持った。「巻末ス

　　　　　　　　　　　　　キルブック」も良い。生活に根付き、データ等を基にしなが

　　　　　　　　　　　　　ら自分の生活をしっかりと見直していくという意味で、東京

 　　　　　　　　　　　　　書籍を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、ほぼ見開きで完結する構成で読みやすく、分

 　　　　　　　　　　　　　かりやすく設定されていると感じた。

　　　　　　　　　　　　　　Ｇａｋｋｅｎは、先ほどウォームアップの話があったが、

　　　　　　　　　　　　　問いが自分自身につながる形になっているのが良いと感じた。

　　　　　　　　　　　　　例えば、薬物乱用の関係では、東京書籍は、覚醒剤の使用や

　　　　　　　　　　　　　所持は年齢に関係なく禁止されていますがなぜかという形で、

　　　　　　　　　　　　　Ｇａｋｋｅｎは、あなたは自分には関係ないと考えているの

　　　　　　　　　　　　　はという形になっている。また、Ｇａｋｋｅｎは、資料でも
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 　　　　　　　　　　　　　考えさせる内容になっており、Ｇａｋｋｅｎを推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　例えば、交通事故の原因のところで見ると、東京書籍は割

 　　　　　　　　　　　　　と大人にも当てはまる一般的な感じで記述されているが、

　　　　　　　　　　　　　Ｇａｋｋｅｎは、中学生に特化した項目立てとなっており、

　　　　　　　　　　　　　中学生が使用することを非常に意識しているのが特徴で、工

 　　　　　　　　　　　　　夫が見られる。喫煙のところでも同様の傾向が見られ、

 　　　　　　　　　　　　　Ｇａｋｋｅｎを推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　東京書籍は、非常に見やすい。保健体育の場合、読み込む

　　　　　　　　　　　　　というより、直感的に写真等を見て想像し、内容を理解する

　　　　　　　　　　　　　ということを重視するという観点からすると、Ｇａｋｋｅｎ

　　　　　　　　　　　　　のように詳しい内容はどうか。Ｇａｋｋｅｎもウォームアッ

　　　　　　　　　　　　　プなど項目立てて工夫されているが、東京書籍の方が扱いや

 　　　　　　　　　　　　　すいのではないかと思い、東京書籍を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　ストレスへの対処については、中学生にとって非常に重要

　　　　　　　　　　　　　な部分であるが、東京書籍は少しあっさりしている印象で、

　　　　　　　　　　　　　中学生の心の状況に迫るのはＧａｋｋｅｎではないかと感じ

　　　　　　　　　　　　　た。性教育や薬物乱用のところでも、Ｇａｋｋｅｎの方が丁

 　　　　　　　　　　　　　寧だと感じられた。また、自然災害に備えてのところが、

　　　　　　　　　　　　　Ｇａｋｋｅｎは非常に詳しく具体的で、タイムライン作成は、

　　　　　　　　　　　　　学校教育で是非取り入れていきたいと思っているところであ

　　　　　　　　　　　　　る。総合的にＧａｋｋｅｎに魅力を感じたところであるが、

 　　　　　　　　　　　　　いかがか。

　　　　委員　　　　　　　　いずれもすばらしい内容で甲乙つけがたいという状況であ

　　　　　　　　　　　　　った。確かに、子どもたちの現状に即している点や、防災の

 　　　　　　　　　　　　　観点も含めて、Ｇａｋｋｅｎで問題はない。

 　　　　委員　　　　　　　　異議なし。

　　　　教育長　　　　　　　「保健体育」については、「Ｇａｋｋｅｎ」を採択するこ

 　　　　　　　　　　　　　とにするがよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「保健体育」については、「Ｇａｋｋｅｎ」を採択するこ
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 　　　　　とに決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「技術分野」について審議を行う。推薦の主な理由

 　　　　　　　　　　　　　等について、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「技術分野」は、「東京書籍」、「開隆堂出版」が推薦さ

 　　　　　　　　　　　　　れている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　教育長　　　　　　　情報セキュリティと情報モラルについて、両社で印象がか

 　　　　　　　　　　　　　なり違うが、扱っている内容に違いはあるのか。

　　　　 　　各社とも扱う内容は同じで、情報セキュリティに関するこ教育研究所主席主査

　　　　　　　　　　　　　と、情報モラルに関すること、そして知的財産に関すること

　　　　　　　　　　　　　である。ページ数で言えば、開隆堂出版がページをより割い

 　　　　　　　　　　　　　て説明している。

　　　　教育長　　　　　　　例えば、情報セキュリティに関する内容は、同じというこ

 　　　　　　　　　　　　　とでよいか。

 　　　　 　　そのとおりである。教育研究所主席主査

　　　　委員　　　　　　　　情報モラルで比較すると、開隆堂出版は、情報発信すると

　　　　　　　　　　　　　きに注意する視点という形で、個人情報保護や人権、プライ

　　　　　　　　　　　　　バシー保護など、非常に明確に分かりやすく記述しているの

　　　　　　　　　　　　　に対し、東京書籍は、若干ぼやけている感じを受けた。木材

　　　　　　　　　　　　　加工のところでも、開隆堂出版の方が作業の流れ等が分かり

　　　　　　　　　　　　　やすい。技術は、やはり分かりやすさが重要であるので、開

 　　　　　　　　　　　　　隆堂出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　木材加工の実習例は、非常に丁寧に説明してあって使いや

 　　　　　　　　　　　　　すいと感じた。

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版は、最初の導入が非常に丁寧で、技術で何をや

　　　　　　　　　　　　　るんだろうという１年生にとって、スプーンやはさみなど身

　　　　　　　　　　　　　近なところで、ページも割いて丁寧で分かりやすいところが、

　　　　　　　　　　　　　一貫している印象である。東京書籍も探しやすく読みやすい

　　　　　　　　　　　　　ページ構成で作られていると思うが、子どもたちの身近なも
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 　　　　　　　　　　　　　のを多く提示しているというところで開隆堂出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版は、イラストが効果的で、情報モラルを軽んじ

　　　　　　　　　　　　　てはいけないということをしっかり学ばせる１つのきっかけ

　　　　　　　　　　　　　になっているのではないかと思う。また、紙面の使い方が大

　　　　　　　　　　　　　変上手で、チューリップやキュウリの栽培に関しても、両面

　　　　　　　　　　　　　見開きで手順が分かりやすく提示されている。東京書籍は、

　　　　　　　　　　　　　誰かのために物を作っていくというところで、ただ作るとい

　　　　　　　　　　　　　うことだけではなく、誰かのため、生活を豊かにするために

　　　　　　　　　　　　　ということも示唆していくあたりは見事と感じた。教科書と

 　　　　　　　　　　　　　しての使いやすさから、開隆堂出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　情報モラルに関しては、これからの社会を行き抜いていく

　　　　　　　　　　　　　子どもたちにとって不可欠な知識であるが、東京書籍が割と

　　　　　　　　　　　　　コンパクトに記述している一方、開隆堂出版は、ページを割

　　　　　　　　　　　　　いて詳しく記述している。また、これからの時代は、コンピ

　　　　　　　　　　　　　ュータ、ＩＣＴ関係の知識も必要だと思うが、やはり技術の

　　　　　　　　　　　　　基本である物を作ったり植物を育てたりといったことの重要

　　　　　　　　　　　　　性を考えれば、開隆堂出版がかなり丁寧に作られていると思

 　　　　　　　　　　　　　うことから、開隆堂出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　情報、コンピュータの取扱いのところを見ると、両社かな

　　　　　　　　　　　　　り違っていて、スマートフォンやパソコンを普段使っている

　　　　　　　　　　　　　とある意味意識しなくなってくるところであるが、コンピュ

　　　　　　　　　　　　　ータはこうなっているとしっかり教えているのは、開隆堂出

 　　　　　　　　　　　　　版ではないかと思う。

　　　　　　　　　　　　　　「技術分野」については、「開隆堂出版」を採択すること

 　　　　　　　　　　　　　にするがよいか。

 

　　　　※　全員一致により、「技術分野」については、「開隆堂出版」を採択すること

 　　　　　に決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　次に、「家庭分野」について審議を行う。推薦の主な理由
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 　　　　　　　　　　　　　等について、事務局から説明願う。

　　　　学校教育課長　　　　「家庭分野」は、「東京書籍」、「開隆堂出版」が推薦さ

 　　　　　　　　　　　　　れている。

 　　　　　　　　　　　　　　（審議の概要と推薦理由について、資料により説明）

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版は、ＳＤＧsという考えの中でジェンダーフリー

 　　　　　　　　　　　　　や男女共同参画社会などの記述があるが、東京書籍はどうか。

　　　　 　　東京書籍は、様々な家族の形を示している。ジェンダーに教育研究所主席主査

　　　　　　　　　　　　　関しては、制服、性差に対応した制服といったところなどで

 　　　　　　　　　　　　　取り扱っている。

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版のように、ひとまとめにしての記述はないとい

 　　　　　　　　　　　　　うことか。

　　　　 　　開隆堂出版は、多様性というところに大きく力を入れてい教育研究所主席主査

　　　　　　　　　　　　　るというのが選定委員会でも話題に挙がっており、その部分

　　　　　　　　　　　　　でまとまった記述となっているほか、他のページでもイラス

 　　　　　　　　　　　　　ト等で示しているところがある。

　　　　委員　　　　　　　　いわゆる「共生」の部分で明確な取扱いをしているのは、

　　　　　　　　　　　　　開隆堂出版ではないかと感じている。これから人生を送って

　　　　　　　　　　　　　いく生徒たちにとって、このような大事な視点を中学生の頃

　　　　　　　　　　　　　からしっかりと学んでいく方が良いと考える。全体的にみて

　　　　　　　　　　　　　も、開隆堂出版は見やすいし、テーマもはっきりした構成と

 　　　　　　　　　　　　　なっていることから、開隆堂出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版は、ＳＤＧｓとの関連性を非常に重視している

　　　　　　　　　　　　　ほか、自立と共生との一体化に向けて、家族・家庭・地域と

　　　　　　　　　　　　　のつながりというところも上手に表現していると思う。子ど

　　　　　　　　　　　　　もと接する経験が少なくなっている中で幼児の生活にも紙面

　　　　　　　　　　　　　を割いているところや、子どもの権利条約、許されない児童

　　　　　　　　　　　　　虐待など、今の子どもたちが抱える生きていくために難儀な

　　　　　　　　　　　　　部分にも切り込んでいるところも良い。中学生から、幼児や

　　　　　　　　　　　　　子どもに対する温かな目を持つとともに、自分自身が思いや

　　　　　　　　　　　　　りを持ってどのように人と関わっていくのかという点でも大
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　　　　　　　　　　　　　きく示唆するものではないかと考える。以上から、開隆堂出

 　　　　　　　　　　　　　版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　開隆堂出版は、「家族・家庭生活」という分野が最初にき

　　　　　　　　　　　　　ていて、東京書籍は、最初の「未来につながる家庭分野」の

　　　　　　　　　　　　　中に「家族と家庭生活」という章と、最後の方の「私たちの

　　　　　　　　　　　　　成長と家族・地域」の章に分かれているが、開隆堂出版のよ

　　　　　　　　　　　　　うにまとまっている方が分かりやすい印象である。開隆堂出

　　　　　　　　　　　　　版は、家族とのつながりや中学生の発達の特徴、自分のこと

　　　　　　　　　　　　　を自分で理解すること、自己肯定感、不登校などの記述を最

　　　　　　　　　　　　　初に持ってきて、その後に細かい食生活・衣生活・住生活、

　　　　　　　　　　　　　最後に難しい消費生活・環境という構成で、非常によく考え

　　　　　　　　　　　　　られていると感じた。また、消費者トラブルの記述は両社に

　　　　　　　　　　　　　あるが、東京書籍は割と網羅的で、開隆堂出版の方が記憶に

　　　　　　　　　　　　　残りやすいイメージで学びやすいのではないか。以上から、

 　　　　　　　　　　　　　開隆堂出版を推薦する。

　　　　委員　　　　　　　　両社とも問い掛け、目標があって展開されていくという丁

　　　　　　　　　　　　　寧な流れになっているが、開隆堂出版の子どもたち一人ひと

　　　　　　　　　　　　　りに問い掛けをしていく設定になっているところや、資料の

　　　　　　　　　　　　　「先輩からのエール」も具体例が多く、非常に良いと感じた。

　　　　　　　　　　　　　また、レイアウトも工夫されていて読みやすく、総合的に判

 　　　　　　　　　　　　　断して、開隆堂出版を推薦する。

　　　　教育長　　　　　　　開隆堂出版は、多様な家族関係や、自分を理解されている

　　　　　　　　　　　　　か、相手を理解できているかといった辺りに目を付けている

　　　　　　　　　　　　　ところが良いと感じた。また、消費者の権利と責任といった

　　　　　　　　　　　　　ことに関しては、はっきりと社会のルールを書いているのは

　　　　　　　　　　　　　開隆堂出版ではないか。調理の実習では、開隆堂出版の方が、

　　　　　　　　　　　　　Ｑ＆Ａの形でなぜそうなるのかを記述しており、大変分かり

 　　　　　　　　　　　　　やすく納得できる表現となっていた。

　　　　　　　　　　　　　　「家庭分野」については、「開隆堂出版」を採択すること

 　　　　　　　　　　　　　にするがよいか。
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　　　　※　全員一致により、「家庭分野」については、「開隆堂出版」を採択すること

 　　　　　に決定した。

 

　　　　教育長　　　　　　　全ての種目について、採択する教科書が決定したので、最

 　　　　　　　　　　　　　後に、採択する教科書を確認する。

　　　　　　　　　　　　　　「国語」については「光村図書出版」、「書写」について

　　　　　　　　　　　　　は「光村図書出版」、「地理」については「東京書籍」、　

　　　　　　　　　　　　　「歴史」については「東京書籍」、「公民」については「東

　　　　　　　　　　　　　京書籍」、「地図」については「帝国書院」、「数学」につ

　　　　　　　　　　　　　いては「教育出版」、「理科」については「東京書籍」、　

　　　　　　　　　　　　　「音楽一般」については「教育芸術社」、「器楽合奏」につ

　　　　　　　　　　　　　いては「教育芸術社」、「美術」については「開隆堂出版」、

　　　　　　　　　　　　　「保健体育」については「Ｇａｋｋｅｎ」、「技術分野」に

　　　　　　　　　　　　　ついては「開隆堂出版」、「家庭分野」については「開隆堂

　　　　　　　　　　　　　出版」、「英語」については「東京書籍」、「道徳」につい

 　　　　　　　　　　　　　ては「光村図書出版」である。

 

　　　　※　議案第９号については、「国語」については「光村図書出版」、「書写」に

　　　　　ついては「光村図書出版」、「地理」については「東京書籍」、「歴史」につ

　　　　　いては「東京書籍」、「公民」については「東京書籍」、「地図」については

　　　　　「帝国書院」、「数学」については「教育出版」、「理科」については「東京

　　　　　書籍」、「音楽一般」については「教育芸術社」、「器楽合奏」については

　　　　　「教育芸術社」、「美術」については「開隆堂出版」、「保健体育」について

　　　　　は「Ｇａｋｋｅｎ」、「技術分野」については「開隆堂出版」、「家庭分野」

　　　　　については「開隆堂出版」、「英語」については「東京書籍」、「道徳」につ
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 　　　　　いては「光村図書出版」の教科書を使用することに決定した。

 

 　　　【教育長等の報告】

 　　　　(3) 秋田市立中学校における個人情報の不適切な取扱いについて

 

 　　　　　報告(3)については、秘密会のため、秋田市教育委員会会議規則第２１条の規

 　　　　定に基づき、会議録に記載しない。
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